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図4：各製品の印象より作製した石膏模型のあらさプロフィール
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短縮率は一致している．この結果より本実験の短
縮率は各温度の水中に10分間荷重した場合の寸法
変化から算出した．短縮率の測定は，37℃，40℃，
42．5℃，42．5℃以上，2．5℃間隔で60℃までの各温
度において行なった．日本製品，外国製品それぞ
れについて材料と温度で分散分析を行なった結果
は，いずれの条件も有意性の差が認められた．各
材料の各温度における短縮率は，図6，7に示し
た．GMS，　GICを除いて各製品はJIS規格の37℃，
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縮率は最大値に到達する．また42．5℃では，いず
れの材料も50％以上の短縮率を示している．この
結果はすべてのモデリングコンパウンド製品につ
いても同様の傾向を示した．室温から加温した場
合，M55は可塑性が発現する温度が57．5℃と他の
100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加　80
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　圧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45℃の加圧短縮率に合格している．M55は，乾熱縮6。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加温器（72℃～82℃）内で10分間加熱保温し，各（x）
温度で測定した結果を示した．M55の短縮率は，　　4°
48℃で78％／49℃で89％を示しモデリングコンパ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20ウンドJIS規格45℃の短縮率より高い温度で軟化
した．
　図8～10は，GMM，　KRE，　M55の37～50℃の
各温度における荷重時の経時的短縮率を比較し
た．いずれの材料においても各温度浸漬5分で短
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図7：外国産製品，および新熱可塑性高分子印象
　　材に対する各温度の加圧短縮率
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図5　加圧短縮率に対するJIS規格試験法と本
　　実験で行った荷重法との比較
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図8：GMMにおける加温温度と加圧短縮率の経
　　時変化
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図6　国産製品に対する各温度の加圧短縮率
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図9：KREにおける加温温度と加圧短縮率の経
　　時変化
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モデリングコンパウンドと比較して高い値となっ
ている．
　図11は，M55とGMMを軟化保温した状態か
ら，口腔内温度37℃における操作性を考慮して経
時的に短縮率を検討した結果である．M55では，
1分後83％，2分後81％，3分後80％，4分後54％，
5分後0．5％である．GMMでは，1分後70％，2
分後41％，3分後29％，，4分後9％，5分後5％
を示した．いずれの材料も約4分間まで37℃にお
けるJIS規格の短縮率15％以下を示さない．しか
し，M55では，　GMMの2分後に比較して3分後
においても約80％と高い短縮率を示し操作時間が
長くなっていることが認められる．
考 察
　歯科用印象材は，種類とその製品の数も増えそ
れらの組成，性質にも種々なる改良が加えられて
いる．熱可塑性印象材であるモデリングコンパゥ
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図10：M55における加温温度と加圧短縮率の経時
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図11：37℃における加圧短縮率に対する軟化後放
　　置時間の影響
ンドは，唯一の加圧により機能印象が可能な印象
材として長い時間使用されている．印象材として
多用されているアルジネート印象材は，口腔前庭
および下顎舌側の印象辺縁部の周囲組織の動きが
著しい部位，あるいは可動粘膜の大きい部位におい
て顎骨形状の印象採得がされ難い．その結果とし
て，義歯の安定と口腔内での適切な位置の維持は
失われる症例が多く見られる．しかし，モデリン
グコンパウンドの印象はその操作性の煩雑さと作
業時間が長いという欠点がみうけられる．熱可塑
性印象材を評価するうえにおいて圧縮強さ，耐力，
弾性率の比較は印象採得操作時における変形に関
連する要因と考えている．
　モデリングコンパウンドは用途からJIS規格に
よる1種印象用と，II種トレー用と規定されてい
るが，印象材の強度については規定がない．外国
製品のKGN，　KGY，　KRE，　KWH，　KBLは，そ
れぞれの軟化操作温度が異なるが，耐力，弾性率
は同等である．日本製品SMCはこれらと同等で
あるが，他の国産製品はいずれも小さい．また
M55は耐力が大きく，弾性率は小さく柔軟性が認
められる．
　熱可塑性印象材は特性として表面が硬化しても
内部まで同時に硬化が進行しない場合がある．撤
去時に生ずる大きなひずみは，次第に回復しよう
とするエネルギーを残し，わずかな温度変化に
よっても変化する原因となっている．熱伝導率は，
モデリングコンパウンドGMMO．31　kcal／m／℃／
HとM550．21　kcal／m／℃／Hと異なる値を示し
ている．M55は軟化時に十分な時間が必要である
が，いったん軟化された後は，熱伝導率が小さい
ことから保温性にすぐれ，表面温度と内部温度の
間には差が認められる．GPC，　KGYは42．5℃から
40℃にかけ急激に短縮率に差が認められるが，他
の製品は40～45℃の温度変化の中で短縮率が増大
している．このような性状はモデリングコンパウ
ンドが十分に硬化するまで時間をかけ，早期撤去
による変形に注意しなければならない．M55で
は，48℃，78．1％，47．5℃，20．3％と0．5℃という
わずかな温度変化により短縮率に大きな差が認め
られることから硬化に際して内部応力の緩和によ
る変形が少ないことが示唆されている．また図11
に示すように操作時間に余裕があり十分な機能印
象が可能である．しかしながら，モデリングコン
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パウンドは模型用材料が硬化中に発熱することに
よりコンパウンドが軟化し石膏が自由に硬化膨張
できることから模型口蓋部における変形はおこら
ないとしている9）．このことから軟化開始温度が
高いM55では，石膏の硬化時膨張が抑制され，模
型上顎口蓋部での変形がおこる可能性が示唆され
る．また，モデリングコンパウンドは，湯中に浸
漬することにより構成成分が溶け出したり，加熱
により樹脂成分の燃焼により材質変化をきたすこ
とがある．この点単一成分であるM55は乾熱器内
での軟化と保温を行なう方式により常に均一な可
塑性が保たれる．熱可塑性材料は，加熱冷却にお
ける膨張収縮の大きさは避けられないが，印象材
の特性から臨床の場で有効に利用される材料と考
えられる．
結 論
　市販の熱可塑性印象材のモデリングコンパウン
ド印象材とポリカプロラクトンを主成分とする熱
可塑性高分子印象材について温度特性，機械的性
質ならびに操作性を検討し，以下の結論を得た．
　1．加圧短縮率はJIS－T6504に規定されている
ように10分間軟化温度に浸漬した後に加圧した場
合と軟化温度の恒温水槽中に入れ，直ちに10分間
加圧した場合，同等の測定値が得られた．
　2．モデリングコンパウンドはJIS規格45℃に
おいては短縮率がいずれも85％以上（トレーコン
パウンドは70以上85％以下）であったがM55は
48℃において同等の結果となった．
　3．M55は，軟化温度が57．5℃で85％以上の短
縮率になるが，72～82℃に加温軟化した場合は
48℃において85％以上の短縮率を示した．
　4．外国製品は，圧縮強さ，耐力についてSMC
を除いた国産製品と比較して約3倍，弾性係数も
約2．5倍と大きな値を示した．
　5．M55は，外国製品より弾性係数が小さいが
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国産製品に比較すると耐力が大きい．
　6．M55は細線再現性が，50μで，石膏面の中
心線平均あらさは2．0μと小さく滑沢な面を呈し
ている．
　7．M55は，弾性率が小さく耐力が大きく，柔
軟性に富み，比熱が大きく，熱伝導率が小さいこ
とから保温性があり一次トレー印象，総義歯の最
終印象，咬合採得など多目的な使用が可能である．
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